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六
月
二
十
二
日
出
、
空
港
近
く
の
県
総
合
体
育
セ

一
か
と
た
ず
ね
る
と
「
N

O

/
」
と
い
う
返
事
。
彼
女

一

:

-

L

;

l

ン
タ
ー
で
、
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

一
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
で
、

G
R
E
N
D
A
・
中
西

れ
ま
し
た
。
富
山
県
在
住
の
十
七
ヵ
国
の
外
国
人
約

一
さ
ん
と
い
い
、
昨
年
十
一
月
に
利
賀
村
の
民
宿
西
村

百
人
と
、
富
山
県
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
中
の
オ
レ
ゴ
ン

一
さ
ん
宅
に
嫁
い
で
来
ら
れ
た
と
か
。

州
か
ら
の
学
生
三
十
七
人
を
、
富
山
の
主
婦
千
五
百

一

翌
朝
早
く
、
我
が
家
の
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
り
、
グ

人
が
お
迎
え
し
て
の
大
運
動
会
で
し
た
。

一
レ
ン
ダ

l
の
は
ず
ん
だ
声
で
「
ハ
ロ
ー
・
グ
ッ
ド
モ
|

私
は
、
準
備
体
操
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
す
が
、
幼

一
二
ン
グ
/
」
。
彼
女
が
英
語
で
「
昨
日
は
と
て
も
楽
し

稚
園
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
老
若
男
女
千
六
百
人

一
く
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
後
、
ご
主
人
が
代

が
集
ま
り
、
満
席
と
な
っ
た
体
育
館
は
す
ご
い
熱
気

一
わ
っ
て
下
さ
り
、
「
妻
は
、
少
し
体
の
具
合
も
悪
か
つ

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
そ
う
に
踊
っ

一
た
の
で
、
心
配
し
な
が
ら
参
加
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
と
て

て
い
る
一
人
の
女
性
を
舞
台
に
誘
っ
た
と
こ
ろ
、
「
オ
一
も
明
る
い
笑
顔
で
帰
っ
て
き
た
」
と
、
奥
様
を
思
い

l
・
サ
ン
キ
ュ

l
/」
と
喜
ん
で
上
が
り
、
音
楽
に

一
や
る
優
し
い
口
調
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
臼

合
わ
せ
て
大
き
な
声
で
歌
い
、
元
気
な
力
ケ
声
を
か

一
本
に
嫁
い
で
、
静
か
な
利
賀
村
で
生
活
し
て
い
た
彼

け
な
が
ら
、
と
て
も
楽
し
く
ス
テ
キ
に
踊
っ
て
い
ま

一
女
に
と
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
一
緒
に
、
楽
し
い

し
た
。
中
国
の
静
か
な
「
練
功
」
の
曲
に
変
わ
る
と
、
一
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
っ
た
こ
と
が
、
い
か
に

自
を
潤
ま
せ
「
オ
オ
・
ワ
ン
ダ
フ
ル
/
」
と
、
ま
る

一
心
と
体
を
ほ
ぐ
し
、
明
る
く
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
何
か
を
思
い
出
す
か
の
様
に
感
動
を
体
一
杯
に
表

一
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
熱
っ
ぽ
く
話
し
て
く

現
し
て
い
ま
し
た
。
外
国
の
人
達
に
つ
ら
れ
て
会
場

一
れ
ま
し
た
。
園
内
と
は
い
え
、
大
阪
か
ら
嫁
い
で
来

は
動
き
の
渦
と
化
し
て
い
ま
し
た
。
い
く
ら
外
国
人

一
た
私
に
と
っ
て
、
彼
女
の
気
持
ち
は
十
分
理
解
で
き

の
ノ
リ
と
は
い
え
、
彼
女
の
体
当
り
の
動
き
は
、
ひ

一
る
も
の
で
し
た
。
数
日
経
っ
て
こ
ち
ら
か
ら
電
話
し

と
き
わ
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

一
た
と
こ
ろ
、
二
人
と
も
大
喜
び
で
、
民
宿
の
仕
事
を

舞
台
に
上
が
っ
て
く
れ
た
彼
女
に
お
礼
を
言
っ
た

一
し
な
が
ら
ご
主
人
に
日
本
語
を
教
え
て
も
ら
い
、
ご

と
こ
ろ
、
「
謝
々
」
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
た
の
で
、
一
両
親
も
と
て
も
優
し
く
し
て
下
さ
る
の
だ
け
れ
ど
も

中
国
の
音
楽
が
懐
か
し
く
て
自
を
潤
ま
せ
て
い
た
の

一
利
賀
村
の
言
葉
は
難
か
し
い
等
と
話
レ
て
く
れ
ま
し

世界ヘストライヌノ
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
ご
主
人
の
自
慢
話
を
す
る

彼
女
は
、
と
て
も
愛
ら
し
く
思
わ
れ
ま
し
た
。
利
賀

村
を
訪
ね
る
約
束
も
で
き
、
体
操
仲
間
と
、
さ
さ
や

か
な
国
際
交
流
の
利
賀
村
へ
の
小
旅
行
も
今
年
の
う

ち
に
実
現
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

浩さん

「
豪
快
な
ピ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
が
た
ま
ら
な
い
で
す
ね
。気
持
ち
が
ス
カ

ッ
と
し
ま

す
U

と
き
わ
や
か
な
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
話
す
山
本
浩
選
手
。
こ
の
八
月
二
十
日

か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
聞
か
れ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ー
リ
ン
グ
の
第
十
二
回
世
界
選

手
権
に
、
日
本
チ
l
ム
の

一
員
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

こ
の
世
界
選
手
権
は
四
年
に

一
回
聞
か
れ
、
約
五
十
カ
国
が
参
加
す
る
ま
さ
に

世
界
最
強
の
ポ
ー
ラ
ー
を
決
め
る
大
会
で
、
日
本
チ
l
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
の

は
と
て
も
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
各
六
人
が
選
ば
れ
た
二
月
の
選
考

会
に
は
、
山
本
選
手
を
は
じ
め
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
登
録
さ
れ
た
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
二
十
七
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
見
事

一
位
に
な

り
、
出
場
を
決
定
し
ま
し
た
。

「十
二
年
前
に
出
場
し
た
時
は
緊
張
し
て
全
然
ダ
メ
だ

っ
た
の
で
、
今
度
は
何
と

か
決
勝
の
マ
ス
タ
ー
ズ
戦
ま
で
残
り
、
日
本
男
子
勢
で
初
の
入
賞
を
果
た
し
た
い

で
す
ね
U

と
仕
事
の
合
い
間
を
ぬ

っ
て
意
欲
的
に
練
習
に
励
む
山
本
さ
ん
。
ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク
な
投
球
フ
ォ
ー
ム
に
、
並
々
な
ら
ぬ
気
迫
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

四
年
程
前
ま
で
数
年
間
、
仕
事
等
の
都
合
で
ボ
ー
リ
ン
グ
を
や
め
て
い
た
山
本

さ
ん
に
、
「
お
ま
え
が
い
な
い
と
さ
み
し
い
、
ま
た

一
緒
に
や
ら
な
い
か
U

と
声
を

か
け
て
く
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ウ
ル
会
長
の
浅
井
さ
ん
や
オ
l
ル
ト
ヤ
マ
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
。
こ
の
仲
間
の
熱
い
期
待
に
応
え
て
カ
ム
バ
ッ
ク
し
た
山
本
さ
ん
は
、

長
い
ブ
ラ
ン
ク
を
も
の
と
も
せ
ず
に
、
沖
縄
国
体
の
公
開
競
技

一
位
を
は
じ
め
、

そ
の
後
、
正
式
種
目
と
し
て
認
め
ら
れ
た
昭
和
六
十
三
年
の
京
都
国
体
以
降
、

三

位、

二
位、

二
位
と
何
か
が
ふ
っ
き
れ
た
よ
う
に
大
活
躍
。

「
五
年
後
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
、
ボ
ー
リ
ン
グ
が
正
式
種
目
と
し
て

登
場
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
ぜ
ひ
出
場
し
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、

世
界
選
手
権
、
九
月
の
石
川
国
体
で
よ
い

結
果
を
出
し
、
そ
の
足
が
か
り
に
し
た
い
U

ア
ベ
レ
ー
ジ
二
O
二
と
い
う
驚
異
的
な
数

字
は
プ
ロ
に
も
負
け
な
い
位
の
実
力
で
す
。

そ
の
太
陽
の
よ
う
な
明
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
で
、
世
界
へ
ホ

ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、
ス

山本オ-)レトヤマクラブ

八
月
の

ト
ラ
イ
ク
/
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若者の真剣な目、そして熱い語り・.. 世界の特産品に、連日大賑わい
第1田富山県交通安全青年カレッジ開催

第

一
回
富
山
県
交
通
安
全
青
年
カ
レ

ッ
ジ
が
六
月
十
七
、

八
日

の
両
日
、
県
民
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
増
加
す
る
交
通
死
亡
事
故
の
う
ち
約
四
割
が
若
者
ド
ラ

イ
バ

ー
の
事
故
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
市
町
村
か
ら
推
薦
さ
れ
た

二
百
四
十
七
人
の
交
通
安
全
青
年
協
力
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
若
者
の
事
故
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
交
通
安
全
の
啓

発
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

青
年
協
力
員
は
、
富
山
消
防
署
の
救
急
隊
に
よ
る
実
技
を
交
え

た
救
急
法
を
学
ん
だ
り
、
運
転
教
育
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
!
の
細
谷

四
方
洋
さ
ん
や
、
交
通
評
論
家
の
小
林
賓
さ
ん
の
講
演
を
真
剣
な

表
情
で
聴
い
て
い
ま
し
た
。

講
演
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
「
若
者
の
交
通
安
全
意
識
を
高

め
る
に
は
何
が
必
要
か
」
、

「交
通
安
全
青
年
協
力
員
と
し
て
何
が

で
き
る
か
」
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2 
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海
外
の
特
産
品
を

一
堂
に
展
示
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
世
界
の
文

化
に
触
れ
る
「と
や
ま
ト
レ
ー
ド
フ
ェ

ア
引
」
が
、
六
月
二
十
日
か

ら
二
十
三
日
に
か
け
て
テ
ク
ノ
ホ
l
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
各
国
の
安
く
て
良
い
食
料
品
、
衣
料
品
、
貴
金
属
、
雑
貨

な
ど
が
展
示
即
売
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
例
年
大
好
評
の
こ
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
八
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ、

デ
ン
マ
ー
ク
、
中
固
な
ど
十
二一
ヵ
国
が
参
加
し
ま
し
た
。

家
族
連
れ
を
中
心
に
四
日
間
で
十
万
人
も
の
人
が
詰
め
掛
け
、

会
場
は
連
日
大
賑
わ
い
で
し
た
。

ま
た
、
会
場
の

一
角
に
は
、
富
山
県
と
友
好
関
係
を
結
ん
で
い

る
各
国
の
県
、

州
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
来
場
者

の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
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府政う、世界の人とのふれあし、を第3回世界ポスタートリエンナーレトヤマ1991・開催中
富山県婦人国際交流フェスティノυレ

平
成
三
年
度
富
山
県
婦
人
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
六

月
二
十
二
日
、
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
県
内
の
婦
人

や
在
日
外
国
人
、
米
オ
レ
ゴ
ン
州
教
育
訪
問
団

一
行
な
ど
約
千
百

五
十
名
が
参
加
し
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
体
を
動
か
し
な
が
ら
相
互
理
解
を

深
め
、
国
際
交
流
の
輪
を
広
げ
て
も
ら
お
う
と
、
初
め
て
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
の
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
保
育
園
児
三
十
人
に
よ
る
か
わ
い
い
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏
で
閉
幕
。
八
木
県
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
と

国
際
交
流
を
進
め
る
標
語

・
体
験
文
の
表
彰
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
の
健
康

体
操
で
汗
を
流
し
た
後
、
四
チ
l
ム
に
別
れ
て
、
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」

や
「
玉
入
れ
」
、
「四
人
で
ゴ

l
ゴ
l
」
な
ど
に
挑
戦
。
ハ
ッ
ス
ル

プ
レ

l
の
続
出
に
、
各
国
の
言
葉
で
大
き
な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま

し
た
。
こ
の
他、

全
員
に
よ
る
か
お
わ
ら
踊
り
。
も
行
わ
れ
、
会

場
内
は
終
始
、

言
葉
の
壁
を
超
え
た
な
ご
や
か
な
雰
同
気
の
中、

国
際
友
情
の
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

4 

~脈打つ時代の証言者たち~

激
変
す
る
社
会
情
勢
を
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
(
前
衛
的
)
な
色
彩

感
覚
で
と
ら
え
、
た
く
ま
し
く
訴
え
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
三
年
に

一
度
国
際
公
募
し
て
行
わ
れ
る
「
世
界
ポ
ス
タ
ー
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
が
、
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー

の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
も
い
え
る
こ
の
ポ
ス
タ
ー
展
は
、
今
年
で
三

回
目
。
今
回
は
世
界
四
十
八
カ
国
か
ら
、
文
化
、
社
会
、
政
治
を

テ
l
マ
に
し
た
A
部
門
、
商
業
用
ポ
ス
タ
ー
の
B
部
門
に
、
合
わ

せ
て
二
千
六
百
点
以
上
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

三
百
四
十
八
点
の
作
品
と
、
審
査
員
の
作
品
五
十
八
点
の
計
四
百

六
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

A
部
門
で
金
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
カ
レ
l
ズ
さ

ん
(
フ
ラ
ン
ス
)
の
「
花
市
場
」
、
そ
し
て
B
部
門
で
金
賞
を
受
賞
し

た
の
は
、
サ
イ
ト
ウ
マ
コ
ト
さ
ん
(
東
京
)
の
「
B
L
A
C
K
T

O
S
O
U
L〈
R
〉
」
で
、
サ
イ
ト
ウ
さ
ん
は
三
年
連
続
の
金
賞

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
七
月
四
日
の
同
ポ
ス
タ
ー
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
先
立

ち
、
近
代
美
術
館
十
周
年
式
典
が
行
わ
れ
、
初
代
館
長
で
あ
る
小

川
正
隆
さ
ん
に
、
名
誉
館
長
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

同
ポ
ス
タ
ー
展
は
九
月
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

5 



「特集」

日本一の花と緑の

県をめざして
ー

一
フ
ラ
ン
の
目
標

新
富
山
県
民
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

「
日
本

一
の
花
と

緑
の
県
」
を
掲
げ
、
う
る
お
い
に
満
ち
た
美
し
い
ふ
る

さ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

2一
フ
ラ
ン
の
方
針

間
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け

本
プ
ラ
ン
は
、
緑
化
関
連
諸
計
画
及
び
施
策
と

の
整

合
を
図
り
な
が
ら
、
県
民
の
緑
化
活
動
に
取
り
組
む
た

め
の
基
本
的
な
指
針
を
示
し
ま
す
。

⑫
プ
ラ
ン
の
期
間

3一
施
策
の
展
開

山
花
と
緑
を
す
す
め
る
(
新
世
紀
ヘ

広
が
る
花
と
緑
の
仲
間
づ
く
り
)

み
ん
な
の
声
を
反
映
し
た
、
住
民
の
合
意
に
よ
る
花

と
緑
の
行
動
計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
緑
化
グ
ル
ー
プ
な
ど
仲
間
づ
く
り
を
進
め
、

楽
し
い
地
域
活
動
と
し
て
継
続
す
る
よ
う
、
花
と
緑
の

銀
行
な
ど
に
よ
る
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

①
花
と
緑
推
進
組
織
の
整
備

-
ま
ち
ぐ
る
み
職
場
ぐ
る
み
で
、

地

域
緑
化
を
進
め
ま
す
。
(
緑
花
グ
ル

ー
プ
の
数
を

一
、
八
九
四
か
ら
三
、

0
0
0
に
ふ
や
し
ま
す
。)

・
緑
化
グ
ル
ー
プ
を
指
導
育
成
す
る

グ
リ
ー
ン
キ

l
パ
ー
を
増
員
し、

資
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
(
配
置

人
員
を
一
二
一
一

名
か
ら
二
、
三
O

O
名
と
し
ま
す
。)

花と緑は、私たちにうるおいとやすらぎを与えてくれます。ゆと

りや心の豊かさが求められる現代において、花と緑につつまれた美

しく快適な県土の創造は、県民の夢であり、願いです。

21世紀のしあわせ富山の創造を目指してスター卜した新富山県民

総合計画では、日本一の花と緑の県づくりを目標に掲げていますが、

これを実現するために、新富山県グリーンプランがスター卜します。

この新プランは、これまで進められてきた「富山県グリーンプラ

ン」によって培われた、緑化推進の成果と機運を継続し、質・量と

も、より一層充実した県土の緑化を進め 21世紀に向かつて全県域

公園化の実現をめざしています。 以下、新プランの概要を紹介しま

す。

7 
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{地域緑花協定]

① 都市緑地保全法に基づく「緑化協

定J

市町村の「緑化条例」等に基づい

て、町内会や集落単位で市町村と

の聞に締結する 「花と緑の協定」

など

地域住民の闘で緑化の合意形成が

なされるもの (花と緑の銀行でも、

市町村支屈を通じて、緑化の合意

形成がなされている地域への支援

をしている。)

③ 

③ 

⑧
身
近
な
花
と
緑
の
保
護
と
育
成

・
風
致
地
区
、
県
定
公
園
等
の
指
定
制
度
を
活
用
し
て

市
街
地
と
周
辺
の
緑
の
保
全
整
備
を
進
め
ま
す
。

・
屋
敷
林
な
ど
富
山
を
印
象
づ

け
る
緑
景
観
を
保
護
し

ま
す
。

③
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

・
自
然
公
園
の
植
生
復
元
や
利
用
規
制
、

公
有
地
化
に

よ
る
保
全
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ス
ト

パ
ン
ク
を
創
設
す
る
な
ど
、
自
然
保
護
の
普
及
啓
発

に
努
め
ま
す
。

・
地
域
森
林
計
画
を
も
と
に
、

進
め
ま
す
。

計
画
的
に
森
林
整
備
を

⑫
花
と
緑
を
つ
く
る

(
花
、
か
満
ち
緑

か
が
や
く
ま
ち
ゃつ
く
り
)

・
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
生
活
空
間
を
創
造
す
る
た
め
、
植

物
公
園
な
ど
花
と
緑
の
シ
ン
ボ
ル
づ
く
り
、
家
庭
を

は
じ
め
市
街
地
や
工
場
な
ど
の
緑
化
、
中
心
と
な
る

学
校
や
市
街
地
で

の
花
と
緑
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
道
路
、
河
川
な
ど
を
活
用
し
た
花
と

緑
の
ベ
ル
ト
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
植
栽
さ
れ
た
花
や
緑
が
、
み
ん
な
の
協
力

で
維
持
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
地
域
の
緑
化

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

①
花
と
緑
の
拠
点
づ
く
り

・
富
山
県
植
物
公
圏
構
想
を
推
進
し
ま
す

0

.
全
市
町
村
に
花
の
名
所
を
指
定
し
ま
す

0

・
学
校
緑
化
を
よ
り

一
層
進
め
ま
す
。

・
工
場
の
緑
化
面
積
率
二
O
%
以
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

⑧
花
と
緑
の
ベ
ル
ト
づ
く
り

・
県
土
の
骨
格
で
あ
る
道
路
、
河
川
、
海
岸
の
花
と
緑

の
ボ
リ
ュ

ー
ム
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

・
雄
大
な
富
山
の
自
然
景
観
や
豊
富
な
水
を
活
か
し
、

県
上
を
個
性
豊
か
な
花
と
緑
で
演
出
し
ま
す
。

③
花
と
緑
を
は
ぐ
く
む
活
動

・
自
主
的
、
継
続
的
で
、
楽
し
い
花
と
緑
の
維
持
管
理

活
動
の
実
現
に
向
け
、
県
民
と
行
政
の
連
携
、
協
力

を
推
進
ピ
ま
す
。

・
生
産
者
と
緑
花
グ
ル
ー
プ
の
連
携
を
強
化
し
ま
す

0

・
園
芸
庖
等
を
、
花
と
緑
の

「緑
花
推
進
協
力
庄
(
仮

称
)
」
と
し
て
指
定
し
、
各
種
の
緑
化
情
報
等
の
普
及

に
協
力
す
る
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

⑮
花
と
緑
に
し
た
し
む
(
花
を
愛
し

8 

緑
に
し
た
し
む
ふ
れ
あ
い
いつ
く
り
)

・
花
や
緑
に
親
し
み
な
が
ら
県
土
の
緑
化
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
は
ば
広

い
世
代
が
楽
し
み
な
が
ら、

花
や
緑
の
知
識
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
緑
化
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
家一峰、

地
域、

学
校
が

一
体
と
な

っ
た
緑
化
学
習
を
展
開
し

緑
化
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

⑦
花
と
緑
の
意
識
の
高
揚

・
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
や
花
と
緑
の
こ
ど
も
フ
ォ
ー

ラ
ム

な
ど
、
県
民
参
加
の
楽
し
い
緑
化
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
、

「花
の
富
山」、

「緑
の
富
山
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
全
国
へ

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

・
県
民
緑
花
カ
レ

ッ
ジ
な
ど
の
学
習
機
会
の
充
実
を
図

り
、
花
と
緑
の
生
涯
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

現況(平成2年度) 目標(平成12年度)

区 分 備 考
箇所数等 面積又は延長 箇所数等 面積又は延長

緑花グ ル ープ 1.凹4グループ 3.000グループ

グリ ー ン キ ー パー 311名 2.300名

シン ボル 花 壇 35箇所 全市町村

公 立 94ha 138ha 

県 (上立記の高内) 校 36ha 58ha 学校

緑化 チュー リ ップの 4.605学級 6.182学級
幼稚園保枝育所

学級 づ く り 小・中学

学習と父流のモデル
132枝 小・中学校

花壇づくり

植 物 公 園 16箇所 lo9ha 中央植物園など

都 市 公 国 ※ 1人当たり 9.orr↑ 1人当たり 13.5ni 県総合運動公園
黒部市総合公園など

農 村 公 園 84箇所 18ha 142箇所 29ha 

文 化 財 公 麗 7箇所 9ha 17箇所 21ha 小杉丸山遺跡など

自 然 公 国 日箇所 119.754ha B箇所 12o.544ha 有中部山岳国自立公園
峰県立然公園など

県 定 公 圏 6箇所 6.142ha 17箇所 8.o42ha 神通峡、大岩眼目など

自然環境保全地 域 11箇所 624ha 15箇所 632ha 東福寺、山の神など

道 路 lo3km 240km 街県路樹11道.200本県→道33.600本
管理園 、県

車宇 線 農 道 44km 75km 

港 ;寄 15箇所 14ha 30箇所 52ha 

工 場 ※ 408ha 507ha 

-緑化の目標

9 

※は、元年度のデータ



毎
日
花
Y

遊
ん

τ、、
主
す

花
と
緑
の
街
か
ど
賞
最
優
秀
賞

田
中
照
さ
ん

国
道
八
号
線
を
新
潟
方
面
に
進
み
、
入
善
町
役
場
の
百
メ

ー
ト
ル
程
手
前
で
左
折
し
て
細
い
道
を
少
し
行
く
と
、
色
と

り
ど
り
の
花
に
固
ま
れ
た
田
中
歯
科
医
院
が
見
え
て
き
ま
す
。

.

大
小
五
百
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に

ベ
ゴ
ニ
ア
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
が

咲
き
乱
れ
、
道
行
く
人
や
、
医

院
を
訪
れ
る
人
た
ち
の
自
在
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

「
花
を
見
る
た
め
に
わ
ざ
わ

ざ
進
路
を
変
え
る
車
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、

『き
れ
い
で
す
ね
。
』

「特集」

と
声
を
か
け
て
く
れ
る

人
も
い
ま
す
。
多
く
の

人
に
、
私
の
つ
く
っ
た

花
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
の
は
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
ね
J

毎
朝
四
時

半
に
起
き
て
、
て
い
ね

い
に
花
に
水
を
か
け
る

田
中
照
さ
ん
。
息
子
の

博
さ
ん
が
開
業
し
て
い

る
歯
科
医
院
の
事
務
の

花
プ
〈
旬
、
川

輸

z広
げ
い
4

、)…

グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー

中
井
三
郎
さ
ん
…

「
五
十
五
歳
で
農
協
を
定
年
退
職
し
た
後
、
グ
リ
ー
ン
キ

一

黒
部
川
上
流
の
の
ど
か
な
田
園
地
域
の
一
角
に
、
花
と
緑

ー
パ
ー
の
話
が
も
ち
こ
ま
れ
、
軽
い
気
持
ち
で
引
き
受
け
た

一

に
包
ま
れ
た
宇
奈
月
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
学
校
に

ん
で
す
よ
J

と
笑
い
な
が
ら
話
す
福
光
町
竹
林
の
グ
リ
ー
ン

一

は
大
小
四
つ
の
花
壇
が
も
国

一

3

i

判
明
議
憾
随

キ
ー
パ

l
、
中
井
三
郎
さ
ん
。
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
と
い
う

・

う
け
ら
れ
て
お
り
、
中
で
・
F
一

脳
圃
・
・
・
・
・

の
は
、
花
と
緑
の
指
導
員
の
こ
と
で
、
現
在
県
内
に
三
二
・
も
正
面
に
あ
る
大
型
花
壇

.

.

 
19
』
圃
・
・
・
・
・

人
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
仕
事
は
、
地
域
社
会
に

い

に
は
自
在
見
張
る
も
の
が
・
一
周

略
合
彰

3
U什
川
川

お
け
る
緑
化
運
動
を
す
す
め
る
た
め
の
技
術
指
導
や
緑
花
グ

一
あ
り
ま
す
。

.
14

・
・
・
・
・

ル
ー
プ
の
育
成
な
ど
で
す
。

一

ベ
ゴ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ
ア
、
園
周

繍
欄
吋
週
濁
酒
哩

.EE.E圃圃.圃圃

.

.
 

i
包衝
'aEE劃鑑箇
w凶
μF
a.
、
白揃習宮婆
'

「

z
グ
3リ
|
ン
与
キ
|
パ
千
|
に

zな
つ
さ
て
何

2もし
与
な
い

2とい
2うの
f…二
マ

3リ|
占
ゴ
|
ル
佐
ド
、
力

3ン
掴

d

U

一関F

「一蛸糊
欝

も
気
が
ひ
け
た
の
で
、
自
分
の
家
の
周
囲
に
花
を
い
つ
ぱ
い

一

ナ
な
ど
多
種
多
様
の
花
々

週
園

E
瞭
誌
口胤磯輔玄
!川斗矧

植
え
た
り
、
地
区
の
常
会
で
通
学
路
に
花
を
植
え
て
み
て
は

一
が
色
鮮
や
か
に
植
栽
さ
れ

防
蛸
遡
鋼
F
Y或
抑
阿
¥

一

と
量
提
案
号
し
た
ち
り
し
ま
し
た
さ
の
提
案
を
め
ぐ
っ
て
は
、
賛

一

て
い
ま
す
。

一鱒

覇

長

、

次

.
wt

否
問
論
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
何
と
か
植
え
る
方
向
に
落

一

宇
奈
月
中
学
校
で
は
、

一ゐ
一
瞬
踊
桝
欝
」

'

込
ゴ

着
き
、
草
に
負
け
な
い
花
と
い
う
こ
と
で
、
カ
ン
ナ
を
植
え

い

美
し
い
自
然
を
愛
し
、
勤

臼

司

"村

官

抗
議

怒

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一

労
を
尊
ぶ
生
き
生
き
と
し
た
生
徒
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
、

「
地
区
内
の
各
年
代
か
ら
二
j
三
名
の
代
表
を
選
び
全
体

一
十
年
前
か
ら
全
校
あ
げ
て
学
校
花
壇
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

で
十
二
、
三
名
の
力
ン
ナ
委
員
を
選
定
。
こ
の
カ
ン
ナ
委
員

・

い
ま
す
。
一

年
生
は
小
型
花
壇
、
二
年
生
は
中
型
花
壇
、
三

を
中
心
に
地
区
の
人
総
出
で
、
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

・
年
生
は
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
大
型
花
壇
と
い
う
よ
う
に
徐

草
む
し
り
と
か
水
管
理
が
大
変
で
し
た
が
、
花
が
咲
く
と
き
・
々
に
花
に
な
じ
み
、
卒
業
年
に
は
、
花
と
緑
の
銀
行
主
催
の

れ
い
で
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
み
ん
な
と
て
も
喜
び
ま
し
た
J

・
学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
対
象
の
大
型
花
壇
を
担
当
し
ま
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
毎
年
力
ン
ナ
祭
り
が
開
か
れ
る
よ
う
に

一

デ
ザ
イ
ン
か
ら
配
色
、
植
込
、
管
理
ま
で
生
徒
自
ら
が
考
え
、

な
り
ま
し
た
。
カ
ン
ナ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
た
り
、
苦
労

一
自
分
達
の
手
で
行
っ

て
い
ま
す
。

傍
ら
、
そ
の
周
辺
を
花
で
彩
る
の
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
話
在
し
た
り
し
て
今
で
は
楽

「
と
に
か
く
一
年
中
花
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
、
一
月
1

・
し
い
祭
り
と
し
て
定
着
し
て

四
月
は
梅
や
ら
ん
、

:
:
:
十
一
月
、
十
二
月
は
菊
と
い
う
よ

い
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
は
じ

…

う
に
工
夫
し
て
栽
培
し
て
い
ま
す
J

年
聞
を
通
じ
て
五
十
種

・

め

三

、

四

百

株

だ

っ

た

力

ン

・

類
も
の
花
を
つ
く
っ
て
い
る
田
中
さ
ん
。
朝
、
顔
を
洗
う
よ

一

ナ

が

現

在

で

は

千

百

株

余

り

一

り
も
、
ま
ず
花
の
手
入
れ
を
し
な
い
と
、
落
ち
着
か
な
い
と

一

に
も
な
り
、
平
成
二
年
度
の

い
う
く
ら
い
の
花
好
き
で
、
今
で
は
美
し
い
花
が
あ
る
歯
医

一
花
と
緑
の
銀
行
主
催
の
花
の

者
さ
ん
と
評
判
に
な
り
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
花
と
緑
の
銀

一
街
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
竹
林
西

行
主
催
の
全
県
下
を
対
象
と
し
た
花
と
緑
の
街
か
ど
コ
ン
ク

・
島
公
民
館
が
最
優
秀
賞
を
受

ー
ル
で
見
事
、
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

・
貰
し
ま
し
た
。

「
毎
朝
花
の
匂
い
を
か
い
で
花
と
遊
ぶ
の
が
私
の
生
き
が

・

「
地
域
の
保
育
園
や
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
場
の
花
壇
の
世
話
も

い
で
す
。
本
当
に
花
は
心
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
今

・

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
地
区
の
人
だ
け
じ
ゃ
な
く、

後
は
よ
り
デ
ザ
イ
ン
性
を
取
り
入
れ
て
、
個
性
的
で
美
し
い

一
他
の
地
区
の
人
も
こ
の
花
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
始
め
て
き

花
壇
づ
く
り
に
励
み
ま
す
J

六
十
八
歳
と
は
思
え
な
い
若
々

い
ま
し
た
。
花
の
あ
る
生
活
は
心
を
豊
か
に
し
ま
す
。
多
く
の
人

し
さ
の
秘
決
は
、
自
ら
土
づ
く
り
ま
で
行
う
体
を
か
け
て
の

一

に
花
づ
く
り
を
は
じ
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
J

グ
リ
ー
ン
キ

一
生
懸
命
な
花
。
つ
く
り
の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な

・
ー
パ
ー
と
し
て
地
域
の
花
づ
く
り
に
火
を
つ
け
た
中
井
さ
ん

0

・

に
き
れ
い
な
花
壇
が
出
来
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

・
今、

そ
の
花
づ
く
り
の
輪
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

県をめざじC

巨
大

V
Zづ
ワ
!
ア
!
ト
rマ

み
ん
な
マ
ヲ
く
ろ

3

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
十
年
連
続
入
賞

宇
奈
月
中
学
校

「
花
壇
づ
く
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
非
行
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
花
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
心
が
な
ご

ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
花
づ
く
り
を
通
し
て
、
優

し
い
心
を
育
て
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
d

と
話
す
井
田
校
長
。

「
初
め
花
壇
を
つ
く
る
時
、
河
原
み
た
い
な
所
を
耕
し
、
牛
ふ

ん
な
ど
を
運
ん
で
土
づ
く
り
を
し
ま
し
た
が
、
父
兄
か
ら
『何

で
学
校
で
牛
ふ
ん
を
運
ば
ん
な
ん
が
い
』
と
い
う
批
判
も
あ

っ
た
り
し
て
大
変
で
し
た
。
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
で
六
回
の
金

賞
を
含
め
十
回
連
続
入
賞
し
、
父
兄
の
方
、か

『本
当
に
き
れ

い
だ
ね
』
と
目
を
細
め
て
い
る
の
を
見
る
と
、
今
は
な
ん
と

も
言
え
な
い
く
ら
い
嬉
し
い
で
す
J

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
生
徒

た
ち
の
花
壇
活
動
を
瞳
で
支
え
て
き
た
用
務
員
の
大
薮
利
夫

さ
ん
。
大
変
懐
か
し
そ
う
に
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
し
て
今
年
も
生
徒
た
ち
は
夏
休
み
の
閏
も
ず
っ
と
毎
日

欠
か
さ
ず
花
に
水
を
や
り
、
美
し
い
花
壇
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
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国陸謹|環境衛生課
夏は食中毒や水不足が心配となる季節です。県民や県外から

訪れる人に、安全でおいしい富山の味を賞味してもらうため、

環境衛生課では食品の製造・販売についてきめの細かい監視指

導を行っています。 また、理・美容業、クリーニング業の営業

許可や温泉の利用許可など県民の健康と潤いある生活を側面か

ら支える事業を行い、日本一の健康県づくりに大きな役割を果

たしています。

今
回
は
、
環
境
衛
生
課
に
お
じ
や
ま
し
ま
し
た
。

水
や
食
べ
物
は
、
私
達
の
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠

の
も
の
で
す
。
こ
れ
が
安
全
に
安
定
的
に
届
い
て
い

な
い
と
、
私
達
の
生
活
は
大
混
乱
に
陥
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
陰
で
支
え
て
い
る
の

が
、
環
境
衛
生
課
な
の
で
す
。

住
み
ど
〈
衛
生
的
な

生
活
環
境
f
T

ヲ
(
}

、
、

環
境
衛
生
課
に
は
、
環
境
衛
生
係
、
食
品
乳
肉
係
、

水
道
係
が
あ
り
、
分
室
と
し
て
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
、

出
先
機
関
と
し
て
食
肉
検
査
所
が
あ
り
ま
す
。
環
境

衛
生
係
で
は
、
理
容
業
、
美
容
業
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ

業
、
公
衆
浴
場
等
の
環
境
衛
生
営
業
施
設
の
衛
生
水

準
の
確
保
の
た
め
、
監
視
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
小
規
模
経
営
の
多
い
こ
の
業
種
は
、
昔
は

衛
生
水
準
が
低
か

っ
た
そ
う
で
す
が
、
最
近
の
県
民

船

の
生
活
水
準
の
向
上
や
衛
生
観
念
の
並
田
及
に
よ
り
大

巾
男

幅
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
き
た
な
い

2
ョ

所
に
は
お
客
さ
ん
は
、
行
き
た
が
ら
な
い
の
で
、
そ

白

れ
も
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

-
C
Z

動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
狂
犬
病
の
予
防
や
動

J
，
物
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
、
放
し
飼
い
と
な

げ
い

っ
た
犬
な
ど
の
捕
獲
な
ど

d
l喝

4

む

を
行
う
ほ
か
、
動
物
愛
護

/
{
¥
の
心
を
広
め
る
た
め
に
、

一
.
]
「
子
犬
、
子
ね
こ
の
里
親
さ

恵

が
し
」
や
ペ

ッ
ト
の
健
康

千

相
談
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

口

昨
年
、

こ
こ
へ
持
ち
こ
ま

坂レポーター:

れ
た
動
物
の
数
は
約
五
千
頭
以
上
だ
そ
う
で
す
。
無

責
任
な
動
物
の
飼
い
方
は
や
め
、
も
っ
と
愛
護
の
心

を
も

っ
て
接
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

安
全

τ衛
生
的
な

食
ロ
聞
の
確
保

'd
f
 

毎
日
、
多
く
の
食
品
が
市
場
に
出

回

っ
て
い
ま
す
。
買
い

物
を
す
る
家

庭
の
主
婦
に
と

っ
て

一
番
気
に
か
か

る
の
は
、
食
品
が
安
全
な
も
の
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
、

日
本
の
食
品
の
半
分
が
輸
入
食
品
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中

に
は
、
体
に
有
害
な
細
菌
や
農
薬
、
添
加
物
等

が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
取
扱

い
が
衛
生
的
で
な
い
と
、
調
理
や
加
工
の
と
き
に
細

菌
に
汚
染
さ
れ
食
中
毒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
食
品
乳
肉
係
で
は
、
食
品
の
科
学
的
分
析
や
ぬ

き
と
り
検
査
に
よ
る
監
視
指
導
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
業
界
の
自
主
管
理
体
制
も
整
っ
て
き
て
い
る

戸

閣

の
で
、
県
内
の

錯

食
品
は
安
心
し

閥

て
食
べ
ら
れ
る

食

そ
う
で
す
。

実
際
に
科
学

的
分
析
に
よ
る

検
査
や
食
品
衛

生
監
視
の
現
在

を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

細菌を培養して検査する企

豊

4
1
V

水
プ
〈
川
y
f
T

目
指
!
マ

水
は
日
常
生
活
に
絶
対
必
要
な
も
の
で
す
。
人
は

一
日
あ
た
り
、
最
低
回
リ

ッ
ト
ル
の
水
を
使
用
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

V
 

て

わ
が
県
の
水
道
は
大
正
九
年
に
供
用
が
は
じ
ま
り
、

酢

現
在
で
は
、
県
人
口
の
約
九
割
の
人
が
利
用
し
て
い

錯

ま
す
。
水
道
係
で
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
全
で

柑

お
い
し
い
水
を
県
民
に
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、

い叫

水
道
の
広
域
化
や
、
水
源
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
射

場水aT 
田和A

 

私
は
、
広
域
水
道
事
業
を
行

っ
て
い
る
射
水
上
水

道
企
業
団
を
訪
れ
ま
し
た
。
企
業
団
で
は
、
「
ふ
れ

っ

し
ゅ
水
道
」
を
合
言
葉
に
、
水
道
普
及
率
の
向
上
と

レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
り
、
災
害
に
強
く
、
信
頼
性
と

た
。
は
じ
め
に
訪
れ
た
の
は

食
肉
検
査
所
で
す
。
こ
こ
で

は
、
県
内
に
流
通
す
る
食
品

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
れ
ら

を
原
料
と
す
る
加
工
品
等
の
検
査
等
が
、

他
県
に
類
を
み
な
い
厳
重
な
体
制
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
圏
内
の
食
肉
の
み
な
ら
ず
、
海
外
か

ら
の
輸
入
品
に
も
対
応
で
き
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

病
源
微
生
物
を
取
り
扱
う
た
め
、
日
本
で
も
珍
し
い

ク
リ
ー
ン
ル

l
ム
や
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
に
よ
る
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
に
、
小
売
庖
へ
い

っ
て

食
品
衛
生
監
視
に
立
ち
合
い
ま
し
た
。
訪
れ
た
ス
ー

パ
ー
は
自
主
努
力
が
な
さ
れ
て
い
て
、

的
で
し
た
。

大角課長砂

と
て
も
衛
生

ゆ
と
り
の
あ
る
水
道
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た

め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
遠
方
監
視

制
御
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
受
配
水
を
管
理
し
、
災
害

や
渇
水
に
も
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

施
設
の
改
善
や
経
営
の
効
率
化
を
図
り
、
安
定
的
な

給
水
に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

川 JiI!iil'i!園田'
i I I I !I I 11 I ~ l .， '11 

• 

15 

題
¥
例
料
自

得。

取
材
の
最
後
に
、
大
角
課
長
さ
ん
が
私
に
「
奥
さ

ん
に
な

っ
て
家
事
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
冷
蔵

庫
の
中
は
、
き
ち
ん
と
整
理
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
の
少
し
気
を
使
う
こ
と
で
、

食
中
毒
が
防
げ
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
環
境
衛
生
と

い
う
こ
と
を
、
も

っ
と
真
剣
に
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。



ふるさと
みてある
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水
と
緑
と
木
工
の
町
、
庄
川
。
四
季
折
々
の
鮮
や
か

な
彩
り
を
映
す
庄
川
の
流
れ
に
沿
う
よ
う
に
し
て
圧
川

町
水
記
念
公
園
が
あ
る
。
昭
和
五
十
六
年
か
ら
総
工
費

二
十
億
円
を
か
け
て
整
備
し
て
き
た
こ
の
公
園
は
、
昨

年
七
月
、
水
資
料
館
の
完
成
に
よ
り
、
全
施
設
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。

ま
ず
目
を
引
く
の
は
、
勢
い
よ
く
噴
き
上
が
る
噴
水
。

自
然
落
差
を
利
用
し
て
最
高
三
十
六
メ
ー
ト
ル
ま
で
噴

き
上
が
る
こ
の
噴
水
は
、
庄
川
町
在
住
の
日
展
作
家
、

水
と
戯
れ
、
水
に
親
し
む
:

庄
川
町
水
記
念
公
園

庄川町の概要

人口 7，416人 (6月1日現在、県人口統計調査より)

面積 30.77km' 
木地とゆずの町、庄川。木目の美しい庄川挽物木地は、国の伝統的工

芸材料に指定されている。自然落差を利用した大噴水のある水記念公園
や「全国名水百選」に選ばれた瓜裂清水(うりわりしようず)など、豊か
な水にも恵まれている。

あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に
「
あ

っ
」
と

い
う
聞
に

コ
ッ
プ

一
杯
飲
み
ほ
し
て
し
ま

っ
た
。

「
ゆ
ず
を
使

っ
た
製
品
に
は
、
で
き
る
だ
け
防
腐
剤
を

使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
U

と
い
う
中
村

さ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
ほ
と
ん
ど
が
注
文
を
受
け
て
か
ら

の
限
定
版
売
に
な
る
そ
う
で
、

一
番
忙
し
く
な
る
収
穫

期
の
十

一
月
頃
に
は
、
加
工
に
た
ず
さ
わ
る
人
も
七
、

八
人
に
増
え
、

一
年
分
の
加
工
に
使
う
ゆ
ず
を
ス
ラ
イ

ス
し
て
冷
凍
保
存
す
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
「
ゆ
ず
と
い

う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
、
豊
作
の
次
の
年
は
必
ず
不

作
に
な
る
ん
で
す
よ
。
去
年
が
豊
作
だ
っ
た
だ
け
に
、

今
年
は
ど
の
く
ら
い
と
れ
る
か
:
-U
と
心
配
そ
う
に
言

う
中
村
さ
ん
。
ゆ
ず
の
産
地
と
し
て
有
名
な
四
国
産
の

も
の
に
比
べ
、
ハ
リ
が
あ

っ
て
香
り
が
い
い
と
評
判
の

圧
川
町
の
ゆ
ず
。
今
年
も
十

一
月
の
ゆ
ず
祭
り
が
終

っ

た
頃
か
ら、

収
穫
が
始
ま
る
。

4左から、金屋

ゆず生産組合

の斎藤さん、

中村さん、真

固さん

砂ゆずを使った新製

品が続々と登場

企水記念公園噴水

辻
志
郎
さ
ん
に
よ
り
製

作
さ
れ
た
も
の
で
、「
宇

宙
へ
の
旅
立
ち
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て

い
る
。
水
の
里
圧
川
を

象
徴
す
る
よ
う
に
豊
富

な
水
を
絶
え
間
な
く
噴

き
上
げ
て
い
る
。
水
資

料
館
(
ア
ク
ア
な
な
い

ろ
館
)
は
、
水
に
ま
つ

わ
る
歴
史
と
、
そ
の
昔
、

こ
の
庄
川
近
辺
で
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
流
木
作
業
に
か
か
わ
っ
て
い
た
人
た

ち
の
生
活
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
、
ジ
オ
ラ
マ
や

調
度
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
圧
巻
な
の
は
、

映
像
ホ

l
ル
で
上
映
さ
れ
る

「水
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
」
。

公
園
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
管
理
運
営
協
議
会
の

加
藤
さ
ん
.が
「
ま
さ
に
水
の
中
に
飛
び
こ
ん
だ
よ
う
な

気
分
に
な
れ
る
ん
で
す
よ
U

と
自
慢
す
る
こ
の
映
画
は
、

三
面
マ
ル
チ
映
像
に
音
や
光
が
フ

ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
に
重

な
る
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
演
出
で
、
ま
さ
し
く
水
の
魅
力

を
体
感
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
水
資
料
館

の
他
に
も
、
庄
川
町
が
生
ん
だ
日
展
作
家、

故
松
村
外

次
郎
さ
ん
が
精
魂
こ
め
て
制
作
し
た
絵
画
や
彫
刻
な
ど

が
展
示
即
売
さ
れ
た
「町
立
美
術
館
レ
や
、建
物
の
木
目
が

ひ
と
き
わ
美
し
い
「
庄
川
ウ
ッ
ド
プ
ラ
ザ
」
、
圧
川
町
特

産
の
品
を
展
示
し
て
い
る

「庄
川
町
特
産
館
」
な
ど
も

あ
り
、
ど

の
施
設
も
オ
ー
ブ
ン
以
来
、
多
数
の
見
物
客

が
訪
れ
て
い
る
。

こ
の
夏
、

心
の
渇
き
を
い

や
し
に
、

水
記
念
公
園
に

足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鯉
も
お
と
そ
気
分
で

「昔
は
こ
の
庄
川
町
で
も
鯉
を
飼
う
と
る
家
が
た
く

さ
ん
あ

っ
て
、
『厄
払
い
に
使
い
た
い
が
で

l
。』

と
言

え
ば

『
ど
れ
で
も
好
き
な
が
持
っ
て

い
か
れ

l
』
言
う

て
夕
、ダ
で
も
ろ
て
き
た
も
ん
で
す
ち

ゃ
己
と
豪
快
に
笑

い
な
が
ら
話
す
の
は
、
現
在
、
金
屋
神
明
宮
で
総
代
を

務
め
る
中
村
恒
三
さ
ん
。

も
う
三
十
年
ほ
ど
総
代
を
務
め
て
い
る
だ
け
に
、
厄

払
い
の
鯉
の
放
流
に
つ
い
て
も
、
大
変
詳
し
い
。
「
そ
も

そ
も
こ
の
風
習
は
、

一
八

一
六
(
文
化
十
三
)
年
に
、

金
屋
神
明
宮
が
今
の
場
所
に
移
さ
れ
た
と
き
に
始
ま

っ

た
ん
で
す
よ
U

お
宮
の
遷
宮
祭
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ

た
厄
除
祈
願
祭
で
、
神
前
に
供
え
ら
れ
た
数
々
の
神
僕

の
中
に
、
庄
川
の
生
き
の
い
い
鯉
が
あ
っ
た
。
長
時
間

の
祭
典
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
ま
だ
鯉
が
ピ
ン
ピ
ン
は
ね

て
い
る
の
を
見
て
感
動
し
た
厄
男
た
ち
が
、
お
神
酒
を

飲
ま
せ
て
庄
川
に
放
流
し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
言
う
。

「
昔
は
鯉
だ
け
じ

ゃ
な
く
て
、

こ

の
あ
た
り
の
山
で
獲
れ
た
椎
子
の

品

番
な
ん
か
も
お
供
え
し
て
た
ん
だ

y

け
ど
、
今
で
は
鯉
だ
け
に
な

っ
た

日

J
U

ね
。
そ
の
鯉
も
、
最
近
は
こ
の
庄

~
h
hい

川
あ
た
り
に
は
い
な
く
な
っ
て
き

y
l

た
か
ら
、
業
者
か
ら
買
う
と
る
ん

で
す
よ
U

年
々
若
い
人
が
少
な
く

い…

な

っ
て
き
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が

そ
れ
で
も
今
年
は
十
二
匹
の
コ
イ

を
放
流
し
た
。
「長
い
祭
典
の
問
、

コ
イ
を
じ

っ
と
さ
せ
る
の
に
は
コ

ゆ
〈
P

ず
4

〉
を
き
か
せ
た

ユ
ズ
の
特
産
品
け

I

l

l

-

金
屋
砂
子
生
産
組
合

庄
川
町
と
い
え
ば
良
質
な

砂
ゆ
ず
H

の
産
地
。
庄
川

町
で
は
農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
と
し
て
、
昭
和

六
十
年
に
「
金
屋
柚
子
生
産
組
合
」
を

つ
く
り
、
柚
子

を
使
っ
た
特
産
品
づ
く
り
を
す
す
め
て
き
て
い

る
。

「
ゆ
ず
と
い
う
の
は
、
皮
か
ら
身
ま
で
、
余
す
と
こ
ろ

な
く
使
え
る
ん
で
す
よ
U

と
話
す
の
は
、
生
産
組
合
の

斉
藤
さ
ん
。
取
材
に
行

っ
た
こ

の
日
は
ゆ
ず
の
皮
を
使

っ
た
佃
煮
を
作
る
作
業
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
こ
の

佃

煮
の
他
に
も
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
や
ゆ
ず
み
そ
な
ど
を
主

に
作

っ
て
い
る
。
中
で
も
特
に
評
判
の
い
い
ゆ
ず
み
そ

は
、
多
い
と
き
で

一
日
に
八
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
作
る
と
か
。

こ
の
日
は
、

今
試
作
中
と
い
う
ゆ
ず
の
ジ
ュ
ー
ス
を
試

飲
し
た
。
し
ぼ
り
た
て

の
ゆ
ず
の
果
汁
に
、
ハ
チ
ミ
ツ

を
加
え
た
だ
け
の
も
の
だ
が
、

一
口
、
口
に
含
ん
だ
時

の
あ
の
ゆ
ず
独
特
の
風
昧
と
、
ま
ろ
や
か
な
の
ど
ご
し
。
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V豊作の年と 不作の年が

交互に来る ゆずの実

金
量
神
月
富

E
ム
、
埋
九
ゲ
放
歳

d
Z
E
a
4
T
E
E
E
R
H
4
d
a
L
h
E
酬
。
士
宝
刀

ツ
が
あ
っ
て
ね
。

コ
イ
の
両
目
に
小
さ
く
切

っ
た
和
紙

を
は

っ
て
、
体
を
な
ぜ
て
や
る
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら

ま
る
で
催
眠
術
に
か
か
っ
た
よ
う
に
、
お
と
な
し
く
な

る
ん
で
す
わ
U

と
言
う
中
村
さ
ん
。
「こ

の
あ
た
り
の
若

い
人
は
、
こ
の
鯉
の
放
流
を
し
て
か
ら
お
宮
さ
ん
の
行

事
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
よ
ね
。
こ
の
行
事
を

通
し
て
町
の
氏
神
さ
ん
に
対
す
る
献
心
の
念
を
持

っ
て

も
ら
い
た
い
ね
U

来
年
の
お
正
月
に
も
ま
た
、
お
と
そ

気
分
の
鯉
が
千
鳥
足
な
ら
ぬ
千
鳥
ひ
れ
で
泳
ぐ
け

γ./" 



【
期
間
】

8
月
別
固
ま
で

明
る
い
家
庭
を

つ
く
ろ
う

期
間
中
の
重
点
功
目

楽
し
い
家
庭
を

つ
く
ろ
う

①
健
全
な
家
庭
づ
く
り
の
推
進

助
け
合
う
家
庭

②
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年
を
取
り

を
つ
く
ろ
う

巻
く
有
害
環
境
の
浄
化

会
話
の
あ
る
家

③
地
域
社
会
等
に
お
け
る
健
全
育
成
活

動
の
推
進

庭
を
つ
く
ろ
う

④
非
行
防
止
、
健
全
育
成
に
対
す
る
県

民
の
意
識
の
高
揚

問
合
せ
先

県
庁
婦
人
青
少
年
課

8
0
7
6
4
・M
・3
1
3
8

⑤
非
行
防
止
活
動
の
推
進

少年に
良い環境をノ「夏の健康は食中毒の予防から」

富
山
県
の
将
来
を
担
う
少
年
達
を
健
や
か

に
育
て
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
周
り
に
あ
る

少
年
達
に
有
害
な
環
境
を
な
く
し
、
よ
り
良

い
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
少
年
達
に
有
害
な
環

非
行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
/

少
年
の
非
行
等
に
つ
い
て
の
相
談
や
連
絡

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
の
防
犯
係
ま
た
は
警

察
の
少
年
相
談
専
用
電
話
(
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ

ン
)
へ

ど
う
ぞ
/

*
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
の
番
号

境
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
!

非
行
に
陥
り
そ
う
な
少
年
を
見
か
け
た
と

き
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
「
ひ
と
声
」
か
け
て

富
山
局

高
岡
局

0
7
6
4
・
引
・

5
0
5
7

0
7
6
6
・
μ
・
4
1
5
7

毎
年

7
月
か
ら

9
月
に

か
け
て
は

食
中
毒
が
も

っ
と
も
起

家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
対
策

り
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

食
中
毒
に
か
か
ら
な
い
よ
う
次
の

三
原
則
を
念
頭
に
お
い
て

k
ドタス送放ビレ一ア

乳
幼
児
期
の
家
庭
教
育
番
組
「小
さ
な
手
・

大
き
な
目
」
が
、
八
月
三
日
出
よ
り
内
容
を

新
た
に
し
て
始
ま
り
ま
す
。

乳
幼
児
期
の
家
庭
教
育
の
要
点
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
、
こ
れ
か
ら
の
家
族
ぐ
る
み
、

地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
だ
く
た
め
の
話
題
を
提
供
し
ま
す
。

・
北
日
本
放
送 「小さな手・

大きな目」
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-
8
月
3
日
よ
り
毎
週
土
曜
日

.
朝
7
時
的
-
分
か
ら

8
時
ま

で

な
お
、
平
成
元

1
2
年
度
番
組
中
、
好
評

だ

っ
た
も
の
を
ビ
デ
オ
教
材
化
し
て
、
各
ラ

イ
ブ
ラ
リ
に
配
布
し

て
あ
り
ま
す
の
で

ご
利

用
下
さ
い

。

①
 冷

や
し
過
ぎ
は
健
康
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ま
め
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

室
温
は
お

j
m
℃
を
目
途
に、

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
冷
房
温
度
を
l
℃
上
げ
る
こ
と
に
よ
り、

の
家
庭
で、

ま
す
。

②
 除

を
し
ま
し

ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
の
エ

ア
フ
ィ
ル
タ
ー
も

2
週
間
に
一
度
く
ら
い

掃

①
清
潔
(
食
局
に
細
菌
を
つ
け
な
い
こ
と
)

、淳
一
仰
が
一

品
綿
綿
一

Ljwd-

三グニァ
、
m
k
fに

料
理
の
材
料
、

ま
な
板
、
包
丁
な
ど

は
よ
く
洗
い

、
台
所
を
整
理
整
頓
し
て

清
潔
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
も
ち

ろ
ん

手
洗
い

を
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
う
こ
と

も
大

切
で
す
。

日
本
全
体

原
油
換
算
で

お
万
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
の
節
約
に
な
り

な
り
ま
す
。

汚
れ
た
フ

ィ
ル
タ
ー
は
、
最
大
川
%
程
度
の
電
力

の
無
駄
に

⑧
迅
速
(
細
菌
の
増
え
る
時
闘
を
与
え
な
い
こ
と
)

③

冷
蔵
庫
は
壁
へ
の
密
着
を
避
け
、

少
な
い

所
に
置
き
ま
し

ょ
う
。

熱
気
の

料
理
し
た
も
の

は

長
く
放
置
し
な

詰
め
過
ぎ
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
熱
い
物
は
さ
ま
し
て
か

い
で
早
く
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

風
通
し
の
い
い
、

生
で
食
べ
る
も
の
は

特
に
注
意
し

ら
入
れ
ま
し
ょ
う
。
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ま
た
、
無
駄
な
開
閉
は
や
め
、
食
品
の
出
し
入
れ
は
手
短
か

ま
し
ょ
う
。

※ 

に
し
ま
し
ょ
う
。

④

照
明
器
具
は

ほ
こ
り
を
取
り
ま
し

ょ
う
。

が
増
し
ま
す
。

初
i
初
%
明
る
さ

最
近
、
会
合
等
で
の
料
理
を
家
庭

へ
持
ち
帰
っ
て
食
中
毒
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

フ
ン
プ
の
取
り
替
え
も
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
加
熱
、

急
発
進
、

自
動
車
利
用
で
の
省
エ
ネ
対
策

①

急
加
速
等
「
急
」

の
付
く
運
転
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

急
発
進
は

l
回
目

ω
、
急
加
速
は

l
回

5
∞
の
ガ
ソ
リ

ン
が
無

冷
却

駄
に

な
り
ま
す
。

②

無
計
画
な
ド
ラ
イ
ブ
は
止
め
ま
し
ょ
う
。
川
-
分
間
無
駄
に
走

れ
ば

5
0
0
∞
の
ガ
ソ
リ
ン
の
浪
費
と
な
り
ま
す
。

③

無
駄
な
物
を
積
み
込
む
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

荷
物
を
日
同
乗
せ
て
走
る
と
、
ガ
ソ
リ

ン
印
∞
の
無
駄
に
な
り

ま
す
。

④ 

外
出
時
は
、

川
h
y
の
不
要

で
き
る
だ
け
電
車
や
パ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。



県からのお知らせ

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
有
峰
湖
を
擁
す
る
有

峰
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
の
一
帯
で
、
自
然
を

愛
す
る
仲
間
が
集
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
、
自
然
の
恵
み
に
身
近
に
ふ
れ
て
、

楽
し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
そ
う
と
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。

日
時

8
月

3
日
出
ロ
時
i
4
日
旧
日
時

場

所

有

峰

湖

ふ
る
さ
と
国
民
休
養
地

イ
ベ
ン
ト
内
容

O
木
工
品
づ
く
り

O
埋

蔵
金
オ
リ
エ
ン
テ
|
リ
ン
グ

O
イ
ワ
ナ
、

ニ
ジ
マ
ス
と
り

O
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

O
ピ
ッ
ク
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

l

o
さ
わ

や
か
健
康
マ
ラ
ソ
ン

O
自
然
ウ
ォ

ッ
チ
ン

ク

h-v
参
加
費
は
無
料
で
す
。

動

編

組

'

く
わ
し
い
内
容
は
、
県
庁
自
然
保
護
課
ま

a聞
週
臨
司
た
は
、
大
山
町
役
場
商
工
観
光
課
へ
お
問
い

4
a
w
合
わ
せ
下
さ
い
。

第5固

有峰フェスティパルの開催

日
時

・

8
月
ロ
日
開

場
所砺

波
市
文
化
会
館

発
表
者

県
内
の
中
学
生
約
川
名

表
彰最

優
秀
賞

(
1
名
)
・
優
秀
賞
(
若
干
名
)
を

決
定
し
表
彰
を
行
う
。

全
国
大
会

県
大
会
に
お
い

て
「
最
優
秀
賞
L

に
選
ば

れ
た
少
年
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
中
部
・
近

幾
ブ

ロ
ッ
ク
審
査
で
選
考
後
、
ブ
ロ

ッ
ク
代

表
と
し
て
若
干
名
が
け
月
山
日
田
少
年
の
主

張
全
国
大
会
で
発
表
す
る
。

問
合
せ

県
庁
婦
人
青
少
年
課

2
0
7
6
4
・
判
・

3
1
5
6

「少年の主張」
富山県大会の開催富山県高岡文化ホール開館5周年記念

宝生流・観世流・和泉流 第5回記念

「的治〈僻骨~A
恥不駈貝人五」

午
後

1
時
却
『
分
か
ら

r 4t¥の輸を広げる体験作文」の募集について

学
校
や
職
場
、
地
域
に
お
い
て
、
障

害
を
持
つ
人
と
持
た
な
い
人
相
互
の
心

の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
通
じ
て
、
あ
な
た

が
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
作
文

に
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
、
一
般
の

4
部
門
で
募
集
し
ま
す
。

応
募
作
品

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
、
小
学
生
、
中

学
生
は

2
1
4
枚
程
度
、
高
校
生
、
一

般
は
、

5
1
8
枚
程
度
と
し
ま
す
。

別
紙
に
、
タ
イ
ト
ル
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
又
は
学
校
・
学
年
、
住
所
、

電
話
番
号
を
書
い
て
応
募
作
文
に
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

9
月

9
日
側
当
日
消
印
有
効

問
合
せ
及
び
応
募
先

干

9
3
0

富
山
市
新
総
曲
輪

1
の
7

県
庁
障
害
福
祉
課

企

0
7
6
4
・
判
・

3
2
1
1
ま
で

高
岡
文
化
ホ
ー
ル
の
開
館

5
周
年
に
あ
わ
せ
恒
例

の
宝
生
流
・
観
世
流
・
和
泉
流
三
派
合
同
の
第

5
回
記

念
「
能
楽
鑑
賞
大
会
」
が
左
記
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
能
楽
界
の
重
鎮
と
し
て
中
央
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
の
奥
深
い
至
芸
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

麟盛翻臨彊盟理盤麟

平
成

3
年

8
月
四
日
制

第

1
部

9
時

か

ら

第

2
部
日
時
か
ら

〈
場
所
〉
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

〈
入
場
料
〉

S
席
五
、

0
0
0
円
A
席
目
、

0
0
0
円

〈
問
合
せ
〉
富
山
県
高
岡
文
化
ホ

l
ル

8
0
7
6
6
・
ぉ
・

4
1
4
1

〈
日
時
〉

移
動
芸
術
祭
々
、
三
l
ジ
カ
ル
公
演
)

移
動
芸
術
祭
は
、
文
化
庁
及
び
富
山
県
移
動
芸
術

祭
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、

優
れ
た
舞
台
芸
術
を
多

く
の
人
に
低
料
金
で
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
特

に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

演
目

音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
と

ん
だ
宇
宙
ま
で
と
ん
だ
」

日
時

9
月

7
日

出

午

後

6
時
却
介

会

場

砺

波
市
文
化
会
館

入
場
料

S
席
(
前
売
)
四
、

0
0
0
円

(
当
日
)
四
、
五

O
O
円

A
席
(
前
売
)
三
、

0
0
0
円

(
当
日
)
一
ニ
、
五

O
O
円

学
生
席
(
前
売
)
一
、
五

O
O
円

(
当
日
)
二
、

0
0
0
円
《
小
・
中
・

高
校
生
用
》

問
合
せ
先

砺
波
市
文
化
会
館

宮

0
7
6
3
・
お
・

5
5
1
5

合
県
庁
文
化
課

0
7
6
4
・
判
・

3
4
5
5

「融合化ビジネス

コンペンション inとやま」

の開催内容

て
内
容

い

手
足
の
不
自
由
な
児
童
へ
の
理
解
を
深
め
、
完
全

つ

参
加
と
平
等
の
理
念
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
県
内
の

-
』M

児
童
・
生
徒
か
ら
図
画
を
募
集
し
ま
す
。
優
秀
作
品

↓

に
つ
い
て
毎
日
新
聞
紙
上
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、

ク
「
友
情
の
絵
は
が
き
」
の
原
画
に
採
用
し
ま
す
。

ン
応
募
資
格

る

口

県

内

の
中
学
校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
及
び
保
育
所
の

K
匝

生

徒
、
児
童

(
3部
門
)

司

潤

応

募

作

品

友

劇

画
題
は
自
由

(
風
景
画
、
人
物
画
、
そ
の
他
)

な

引

画
材
は
原
則
四
つ
切
り
画
用
紙
で
、

裏
面
に
画
題
、

自

1
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
記
入
。

司

応

募

先

民

一

T
9
3
0

富
山
市
新
総
曲
輪

1
の
7

足

県
庁
障
害
福
祉
課

8
0
7
6
4
・
糾
・

3
2
1
3

手

応

募

〆

切

日

町

平
成

3
年

9
月
刊
日
幽

犯

表

彰

第

各
部
門

明るい選挙
啓発ポスター募集

20 

富
山
県
知
事
賞
ほ
か

富
山
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
明
る

い
選
挙
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
大
き
さ
は
佑

m
x
羽
m
か
ら
日
間

×
叩

m
以
内
の
も
の
で
、
き
れ
い
で
違

反
の
な
い
選
挙
や
誰
も
が
-
}
ぞ
っ
て
投

票
す
る
選
挙
を
呼
び
か
け
る
内
容
の
も

の
を
ど
し
ど
し
応
募
く
だ
さ
い
。

9
月
叩
日

ωま
で
に
、
学
校
又
は
住

所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
作
品
を
提

出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

各
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

内
容異

業
種
、
里
一
分
野
の
中
小
企
業
者
が
、
全
国
か
ら
集
ま

り
、
交
流
・
懇
談
を
通
じ
て
企
業
問
の
連
携
を
深
め
、

新
製
品
開
発
や
販
路
開
拓
、
職
場
環
境
整
備
な
ど
「
魅

力
あ
る
中
小
企
業
づ
く
り
」
へ
の
方
策
を
探
り
ま
す
。

期
日平

成

3
年

9
月

4
日
側、

5
日
附

場
所ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
|
夕
二
高
岡
ほ
か

問
合
せ

融
合
化
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

m
と
や
ま

開
催
委
員
会
事
務
局
(
県
庁
中
小
企
業
課
内
)

8
0
7
6
4
・
判
・

3
2
4
9
(直
通
)

宮

0
7
6
4
・
引

-
4
1
1
1
(代
表
)
内
線

3
6
3
5

ワ
ォ
3
-づ
ふ

M女
が
か
わ
3
男
が
か
わ
3
M

め
参
加
者
募
集

男
女
が
と
も
に
集
ま
っ
て
、
お
互
い

に
本
音
で
話
し
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
参
加
は
無
料
で
す
。

(事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い
)

・
申
込
み
方
法

葉
書
・
電
話
・

F
A
X
に
て

.
問
合
せ
・
申
込
先

干

9
3
0

富
山
市
新
総
曲
輪

1
の
7

県
庁
婦
人
青
少
年
課

2
0
7
6
4
・
糾

・
3
1
3
7
(直
通

F
A
X
0
7
6
4
・
判
・

3
4
7
9

平成3年9月7日比)

東砺波郡福野町寺家新屋敷20

福野文化創造センタ一 円形劇場へリオス

一家と外、おとことおんなー

受付

開会

基調講，寅

講師村瀬春樹 (フリーライ 7一)

演題 「男社会のおんなたち おとこたち」

シンポジウム

コーディネータ一、シンポジス卜 2名、基謁説寅講師

閉会

21 

平成3年8月10日出

魚津市駅前新町4-2

ホテルサンルート魚津 2階白嶺の問

テーマ |ーいっしょに誇ろう*おとこ社会に

:13∞-13・301受付

:13ω-13・401開会

:13:40-14:401基調講演
内

講師鹿嶋敬(日本経済新聞社婦人家庭部次長)

l演題 「男社会に関する考察(仮題)
容

:14:50-16:001シンポジウム

|コーデイネータ一、シンポジスト2名、基論講演講師

:16:∞-16:101閉会

時

所

日

場



ビ
デ
オ
実
技
セ
ミ
ナ
I
受
講
者
募
集

ビ
デ
オ
作
品
を
つ
く
る
た
め
の
基
礎
知
識
、

技
能
(
題
材
の
設
定
、
撮
影
か
ら
音
入
れ
ま

で
)
の
習
得
を
は
か
り
ま
す
。

日
時

9
月

6
日
幽

i
n月
刊
日
闘
の
期
間

中

6
回
午
後

1
時
犯
介

1
4
時
犯
分

県
民
カ
レ
ッ
ジ

(教
育
文
化
会
館

5
0
5
号
室
)

N
H
K
富
山
放
送
局
チ

l
フ
デ
ィ
レ
ク
タ

l

奥
野
博
邦

場
所

講
師

N
H
K
富
山
放
送
局
チ

i
フ
カ
メ
ラ
マ
ン

大
本多

勇

初
級
試
験

一
般
事
務

学
校
事
務

警
察
事
務

第
一
次
試
験
日

申
込
受
付
期
間

L
Pガ
ス
の
安
全
な
使
用

安
全
器
具
設
置
期
限
せ
ま
る 定

員

30 
名

L

P
ガ
ス
は
、
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
私

た
ち
の
生
活
に
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
事
故
が
時
折
発
生
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
全
国
的
に

L

P
ガ
ス
安
全
器
具
普
及
促
進

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
集
合
住
宅
、

業
務
用
施
設
に
つ
い
て
は
、

9
月
末
日
ま
で
に
取
り

付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
施
設
管
理
者

は
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ

H
等
の
安
全
器
具
設
置
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

資
料
代

五

O
O
円

(
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
各
自

持
参
)

申
し
込
み
・
問
合
せ
先

県
民
カ
レ
ッ
ジ

2
0
7
6
4
・
引

・
8
6
3
5

県
職
員
採
用
中
級
・
初
級
試
験
の
案
内

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

中
級
試
験

一
般
事
務

農
業

農
業
土
木

林
業

学
校
栄
養
職
員

4
名
程
度

1
名
程
度

1
名
程
度

1
名
程
度

1
名
程
度

1
名
程
度

6
名
程
度

2
名
程
度

8 10 
月月
16 6 
日日
(針 (日)

9
月
5
日
嗣

そ
の
他
、
受
験
資
格
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
県
人
事
委
員
会
ま
で

8
0
7
6
4
・
引
・

6
1
6
6
(内
線

3
0
8
)

問
合
せ
富
山
県
環
境
整
備
課
ま
た
は
細
富
山
県

エ

ル
ピ
l
ガ
ス
協
会

8
0
7
6
4
・
引
・

6
9
9
3

自治体出展推進会議

まちづくりシンポジウム

富山県総合健診センター増築竣工式

交通安全青年カレ ッジ

本会議

6月14日
6~15 日

婦
人
相
談
所
の
御
案
内

22 

警
察
官
(
大
卒
以
外
)
-
婦
人
警
官
募
集

約
ぼ
名

約

2
名

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
検
査
、
体
力
検
査

O
受
付
期
間

8
月
初
働

i
9
月
間
日
附
ま
で
次
の

受
験
申
込
先
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

(
な
お
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
、

9

月
間
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

限
り
ま
す
。
)

O
受
験
申
込
先

富
山
県
警
察
本
部
警
務
課

宮

0
7
6
4
・
引
・

2
2
1
1

内
線

2
2
2
5

富
山
県
内
の
各
警
察
署
・
派
出
所
・

駐
在
所

富
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

包

0
7
6
4
・
引
・

6
1
6
6

内
線

3
0
8

O
採
用
予
定
人
員

警
察
官

B

(
大
卒
以
外
)

婦
人
警
察
官

O
受
験
資
格

警
察
官

B

昭
和
犯
年

4
月

2
日
か

ら
昭
和
的
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
の
方
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
(
短
大
を
除
く
。)
を
卒
業

さ
れ
た
方
、
又
は
平
成

4
年

3
月
末
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方
は
除
き
ま
す
。

婦
人
警
察
官
昭
和
位
年

4
月

2
日

か
ら
昭
和
的
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
女
子
の
方
。
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

O
第
一
次
試
験
日

叩
月
却
日
同

O
第
一
次
試
験
会
場

県
立
富
山
東
高
等
学
校

O
第
一
次
試
験
科
目

行
政
書
士
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

日

時

叩

月

幻
日
目
午
後

1
時
却
-
分

j
5
時

場
所

富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校

願
書
交
付
期
間

8
月
1
日
附

1
9
月
加
日
働

願
書
受
付
期
間

9
月

2
日
間

1
9
月
却
日
働

受

験

手

数

料

五
、五

O
O
円

問

合

せ

県

庁

総
務
課

2
0
7
6
4
・
引
・

4
1
1
1

内
線

3
2
1
3

貴
婦
人
相
談
所
は
こ
ニ
ろ
の
道
し
る
べ

婦
人
相
談
所
で
は
、
婦
人
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
悩
み
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

-
た
と
え
ば
-
}
ん
な
時
:

O
結
婚

・
離
婚

・
男
女
関
係

o
夫
の
暴
力
・
浮
気

・
蒸
発

O
家
庭
内
の
不
和
ゃ
い
ざ
-
)
ざ

な
お
、
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
御
利
用

く
だ
さ
い
。

音声街頭献血日程
日 日差 t曇 所 時 間

7 土 J R富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 

9 月 城端町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

12 木 新湊市役所前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

14 土 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

魚津サン プラザ前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

15 日 富山西武前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

19 木 入善町商工会前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

20 金 小矢部市津沢公民館前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

※富山県赤十字血液センター(富山市牛島本町)では、 毎土曜日
の午後も開所し (祝祭日除)、献血を受付けしています。

宮

0
7
6
4
・
引

・
6
2
5
2

ま
た
は

0
7
6
4
・
引
・

6
2
8
7

場
所
富
山
市
花
園
町

4
の
9
の
5

6月17日

北陸新幹線建設促進富山県民協議会総会

富山県北陸新幹線対策連絡協議会総会

とやまトレードフ ェア'91開催(-23日)
JET '92キャラバン隊結団式

富山県婦人交流国際フェスティバル

J ET '92キャラパン隊出発式

6月18日

6月20日
6月21日

6月22日
6月25日

23 

夏の青少年を守る運動街頭啓発

第41回社会を明るく する運動街頭宣伝

知事のまちまわり(圧川町)

富山県立近代美術館10周年記念式典

第3回世界ポスタートリエンナーレトヤマ

(-9月5日)

とやま環境財団第 1由理事会

富山県高度情報化推進会議

博覧会開募1年前および前売入場巻発売記念

イベント

6月29日

7月2日

7月4日

7月5日

7月8日

7月9日

7月10日

7月1日



表

2

U 
P 

T
O
Y
A
M
A
 

P 

エ
ッ
セ
イ
/
北
野
裕
美
子

ひ
と
/
山

本

浩

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

P 
2 

P 
6 

①
交
通
安
全
青
年
カ
レ
ッ
ジ

②
と
や
ま
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
引

③
富
山
県
婦
人
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ

て
レ

④
第
3
回
世
界
ポ
ス
タ
ー

-
卜
リ
エ

ン

ナ

l
レ
ト
ヤ
マ

特
集
/
日
本
一
の
花
と
緑
の
県
を
め
ざ

し
て

P 
12 

P 

N 

撮
影
/
松
浦
義
一

p
日

一
県
庁
探
訪
/
環
境
衛
生
課

p
同

一
ふ
る
さ
と

み
で
あ
る
記
/
庄
川
町

p
m
一
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

-
表
紙
撮
影
/
滝
川
邦
彦
(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

七
月
七
日
、
太
閤
山
ラ
ン
ド
プ
ー
ル
の
プ
ー

ル
聞
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
無
料
開
放
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
約
六
千
四
百
人
が
入
場
し
、
終

日
大
に
ぎ
わ
い
。

元
気
い
っ
ぱ
い
に
泳
ぐ
子
供
た
ち
の
表
情
は

い
き
い
き
と
し
て
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

&事主主~!n画面町4・
富山県受通事担相談所東別館1階

台 (0764)31-41竹内759

・・li;~1I・f~ョ・・
家庭問題・悪質商法・覚

せい剤など、どんな相談
にも応じます。

ヨニ ワルイヒトナシ

宮 (0764)42-0 1 1 0 

-哩IUJ~哩E・E・巳ヨ・
高齢者や家族の心配ご‘と、

悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター
富山市舟橋南町5-]4
社会福祉会館内

宮 (0764)41-4 1 1 0 

県わらの木、ソトニ三一久見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

;:UL-~即日間町一割問E1
・チューリップテレビ 毎週土曜日AM9:30--9:45 I ・FMとやま l・北日本、富山、読売、北陸中目、

「志の輔・陽子のふるさとトークJ rふれあいホットラインJ 朝日、毎日
・北日本放送毎週日曜日AM11: 00--11 : 30 I~ m-2 ~"+" ，::.. +. ，" 1... +r:;lDi-::: _;-， 

「こんにちは富山県です」※翌日同時間再放送 | 県内各地からホットな話題をク | 毎月第2、最終土曜日

8/4 きれいな水を守ろう | ソアなサウンドでおとどけしま r県からのお知らせJ

|す。
8/11 立山で活躍する女性たち | 
日/18 木彫で国際交流 | 毎週月~金曜日

日/25 県土にやさしい環境づくり

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00--9:30 
r1l2万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

AM9: 30-9: 35 

-~l.:.正弘司同同町4・R・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

台 (0764)32-8233
(金融相談は)

告(0764)33-3252 
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777 

-・・・・長E温-副阻..e

-・・・・E姐 lli彊箇置副匝圃阻・・・・・

富山市新総曲輪卜7(県庁内)

fi(0764)3ト4111間
31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎内)

宮 (0766)21-841附)

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮(0765)24-5311附
砺波市幸町卜7(総合庁舎内)

fi(0763)33-5151附

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くださいO

~ (0120 )16-7400 (県庁県民生活課内)

-v庄
川
町

へ
取
材
に
行
っ
た
と
き
の
こ

と
。
暑

い
中
で
の
取
材
で
渇
い
た

の
ど

を
い
や
し
に
、
瓜
裂
の
清
水
へ
ふ
ら
っ

と
立
ち
寄

っ
た
。
す
る
と
、
富
山
か
ら

来
た
と
い
う
女
性
二
人
が
、
「
並
日
段
は
な

か
な
か
飲
め
ん
か
ら
ね
U

と
、
ニ
コ
ニ

コ
笑
い
な
が
ら
、
大
き
な
柄
杓
で
三
杯

も
飲
み
干
し
て
お
ら
れ
た
。
い
く
ら
名

水
と
は
言
え
、
だ
い
じ
よ
う
ぶ
だ

っ
た

の
か
な
ァ
。

(
T
)

・
婦
人
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
ゲ

l
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
日
本
語
の
わ
か
ら
な
い
外
人

さ
ん
達
に
、
ル
ー
ル
を
説
明
す
る
の
に

係
員
は
四
苦
八
苦
。
身
ぶ
り
手
振
り
で

懸
命
に
か
日
本
語
。
で
説
明
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
案
外
伝
え
た
い
こ
と

は
通
じ
る
も
の
で
、
ジ
ェ
ス
チ

ャ
l
は

万
国
共
通
語
だ
と
思
い
ま
し
た
。
(
A
)

⑮
「
花
な
し
で
は
も
う
生
き
ら
れ
ま
せ

ん
ね
。
毎
日
花
の
匂
い
か
ぎ
な
が
ら
花

と
話
し
て
い
ま
す
。
も

っ
と
も
健
康
的

な
遊
び
で
す
よ
」
と
田
中
照
さ
ん
。

体
に
い
つ
も
悪
い
事
ば
か
り
し
て
い

る
小
生
は
、
こ
れ
は
い
い
事
を
聞
い
た

と
、
さ

っ
そ
く
翌
日
の
朝
自
宅
の
花
壇

へ
行
っ
て
、

「
お
は
よ
う
」
と
話
し
か
け

ま
し
た
が
、
花
は
沈
黙
し
た
ま
ま
何
も

語
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
け
(
M
)
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室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

社だな再 つ に ちいいか主き塑ばの (i" 古売主とめだたなそ ~.t~ _"極私の 取改県と
長し社生とと 、らてがわ理主末か主うい f聞いて県けいれ戸主めたーこら蚕外だ

交さこ持 自 しょ 、し象象にり言臭も戦題う少内の こ l で人てち断れれぎへが
旧民のせろ つ然 てい果れな徴しにわいの後が知なに識と fあな身が面はてれ移
邸家場てで べや 新もたなの的て、んもは、あ的い極者と よ 毛き是こ石山いる義そ
己記とを 〈紹き古 しのし 自由ーー - ゾの。家 ;なこ過村つなじの
で言創迎介ないいでて額貯 -.，.司.__iI事でがとでぎがたど、中

あっ造賓が のも モあこ藍議長一品ー一一一一ニヲ'岡田園圃・ φ実はがこ考な抱例 u そで
るてし館遅で の ノろの圃雇霊視理事理彊愚翠彊題審亀'習・・・・・・ Lカ 、主主ろえいえはぷこも

がもた 〉 れは を をうま園轟舗歯菌薗髄麗~・・・・1差益主雀になこ急よ寄玄す
、企のとたな生造力、ま 園 田町国・m腫酪晶画 園田l家委す吉建けと過くせ郊ば

住業が呼がかかる 。朽圃圃掴醤幽露軍国圃 ・ ・ 園 l童 話 基 れ 築 れ か 環 耳 e 舜
人所司ば、ろしチ資ち圃圃圃圃圃・園罰面量盟理・・・.1薬 l二重てとばも花ににじし
不縁1二れそうてエ金る ・・・・・・・・圃・E鍾圃園田・瞳誼・・・・・I"広吉いしなし εす す ス い
在の 越 るのか使をとに ・・・・・・・阻圃-.彊・・・・. !三 4くれるてられいるるト家
のもでよ古 。う働 公 ま ーーーーー=圃園圃『司圃・・・・・1:価知てと価ななう話たラ屋
期のあうき 知か害か 圃・・・・・ 1遍 iら い い 福 い い 社 で め ン 券
間でるな民 恵せ を せ ・ . __J圃・・・・・妄れるうあのが套あにな選
も初 見家 をるまて "" 主ナ爪現あはJ 皿現る買 ε7::
あ代た事を も前きお ミ ー 4 壇画 圃・・・_.ヲ心力内実るf今 象、 いにで

迎、人
3
M心
Ma体
現
者

不
ニ
越
迎
賓
館

日炎キ目民県
県
内
の
山
村
な
ど
で
も
、
す
で
に
か
主
人
な
き
家
々

が
多
く
散
在
し
、
使
う
あ
て
の
な
い
ま
ま
に
放
置
さ

れ
て
い
る
。
大
衆
化
し
た
現
代
住
宅
に
比
べ
れ
ば
、

住
む
人
の
な
い
古
き
民
家
は
ま
さ
に

か本
物
。
で
あ

り
、
識
者
が
見
れ
ば
宝
の
持
ち
寄
れ
を
嘆
く
声
が
聞

か
れ
そ
う
な
家
も
少
な
く
な
い
。
特
に
、
残
念
な
こ

っ
て
数
年
放
置
さ
れ
て
い
た
建
築
で
あ
る
。
-
』
の
「
不

じ
ニ
し
げ
い
ひ
ん
か
ん

ニ
越
迎
賓
館
」
は
、
創
業
印
年
記
今
蚕
業
と
し
て
り

一五

ペ
ジ

ぷ

た
も
の
だ
が
、
ま
さ
に
企
業
の
輝
か

し
い
黄
金
時
会

(
初
代
)
を
偲
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
痕

跡
を
刻
ん
で
い
そ

不
ニ
越
は
、
創
業
、
そ
し
て
苦

難
時
代
を
乗
り
越
先
て
き
た
企
業
の
姿
を
し
っ
か
り

と
見
つ
め
、
次
代
も
姐
う
社
員
の
教
育
や
企
業

cー

に
も
役
立
て
た
い
考
え
だ
げ

/
建
築
本
体
の
説
明
に
筆
を
運
び
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

，
百
聞

に
見
に
し
か
ず
。
で
あ
必

読
者
の
好
奇

心
に
お
任
せ
一

医

し
て
、
こ
こ
£

一
つ
だ
け
前
段

と
の
関
係
で
話
を
す
る
叫
有
利
に

そ
れ
は
、
住
む

人
の
な
い
古
き
家
を
記
念
事
業
云
々
は
別
と
し
て
も
、

そ
こ
に
価
値
と
思
い
を
か
け
る
だ
け
の
見
識
を
持
っ

た
人
物
が
、
こ
の
迎
賓
館
完
成
の
陰
に
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
決
断
を
下
し
た
企
業
の
ト
ッ
プ
の
存

z
uv
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
迎
賓
館
と
い
う
。
形
e
が、

今
-
Y
-「

ι
に
あ
る
。
残
し
た
も
の
は
形
に
見
え
る
が
、

残
っ
た
わ

vmは
知
恵
で
あ
り
、
。
心
。
で
あ
っ
た
。

新
し
き
も
の

せ
な
い
世
界
が
こ
こ
に
あ
る
。



|水は限りある貴重な資源です I

8月1日~フ日は
「水の週間Jで、す

水は限りのある資源です。しかし、あまりにも身近な存在
であるため、その重要性を見過ごしがちです。
わたしたちにとって何よりも必要なことは、この貴重な水

一滴一滴を一人ひとりがムダなく大切に使うことです。
きれいで豊富な水資源を次の世代に引き継いでいくごとが

わたしたちの責任なのです。
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